
小林市委託型地域おこし協力隊募集要項 

 

１　募集概要 

　　人口減少と共に進行する少子高齢化による農業の人材不足の課題を解決するために、地

域外からの人材や新たな発想・能力を積極的に誘致し、その定住及び定着を図りながら、

農業の技術取得研修を通じて地域の担い手となる農業者として、地域農業の発展、地域お

こし事業の円滑な推進、掘り起こし等の実施に向け、当該活動を本市で行う「小林市委託

型地域おこし協力隊」の隊員を募集します。 

 

２　活動内容 

　　小林市内のマンゴー農家の元で栽培業務に従事しながら農業に関する技術を約２年間

で修得していただきます。 

　　２年目以降は、技術の修得にあわせて地元の農家からの資産承継も含め、マンゴー農家

として独立へ向けた準備を進めていただきます。卒隊後に地域の農業の担い手として地域

農業を支えるための活動を行っていただきます。 

 

　主な活動内容 

　　①市内マンゴー農家での技術修得 

例：剪定作業・圃場管理・収穫作業　など 

　　②座学研修による生産管理手法等の習得 

　　　例：栽培技術・経営管理等の座学講座の受講、JA マンゴー部会活動への参加 

③新規独立就農へ向けた就農計画の作成 

④協力隊及び生産部会等の広報業務 

 

活動内容イメージ図 

 

 

 

1年目

2年目

〇市内マンゴー農家での技術習得
・樹の剪定作業、圃場管理、収穫作
業など他※
〇座学研修による生産管理手法等の
研修
・JAみやざきこばやし地区本部マン
ゴー部会活動への参加
・栽培技術や経営管理を始めとした
座学講座の受講
〇地域おこし協力隊及びJAみやざき
こばやし地区本部マンゴー部会の広
報業務
・新規就農希望者に向けた就農相談
会、移住相談会への参加
・インスタグラム等での情報発信

〇独立就農に向けた準備
・営農計画や収支計画の考案
・就農場所の決定
・ハウス、農地等の資産承継手続き

～地域おこし協力隊の活動内容～

※剪定（せんてい）
 →樹から余分に生える枝切りのこと
 圃場（ほじょう）
 →農産物を栽培するための農地のこと



体験～着任～活動のイメージ図 

 

 

支援先一覧 

小林市農業振興課 

小林市地方創生課 

宮崎県西諸県農業改良普及センター　農業経営課・地域支援課 

宮崎県西諸県地区果樹技術員会 

JA みやざきこばやし地区本部農業企画室 

JA みやざきこばやし地区本部マンゴー部会 

 

３　募集人数 

　　２組（３名）　※１組あたり２名まで 

 

４　応募資格 

　　次のすべてに該当する人が応募できます。 

（１）生活の拠点が３大都市圏等の都市地域等にあり、小林市に住民票を異動することが

できる者 

　　※１　３大都市圏とは、埼玉県・千葉県・東京都・神奈川県・岐阜県・愛知県・三重県・

京都府・大阪府・兵庫県・奈良県の区域の全部をいう。ただし、2005 年から 2015

年の人口減少率が 11％以上の市町村については、３大都市圏外とする。 

※２　任用される前に既に小林市に定住又は定着している者を除く。 

（２）年齢は問いません。 

（３）心身ともに健康で、かつ、地域おこしに意欲と情熱を持っている者 

（４）普通自動車運転免許を所持している者 

（５）活動終了後に就農し、定住する意欲のある者 

　（６）地方公務員法第 16 条の欠格事項に該当しない者 

体験 移住～協力隊着任 協力隊活動
・小林市の暮らし
 方、地域情報、
 住まい等の紹介
・お試し就農体験
・支援制度の相談
・移住事例紹介

・小林市地方創生課
・小林市農業振興課
・JAみやざき
 こばやし地区本部
 農業企画室、
 マンゴー部会
・宮崎県西諸県農業
改良普及センター

主
な
支
援
内
容

主
な
支
援
先

・小林市地方創生課
・小林市農業振興課

・小林市農業振興課
・宮崎県西諸県農業
 改良普及センター
・JAみやざき
 こばやし地区本部
 農業企画室
・JAみやざき
 こばやし地区本部
 マンゴー部会

～地域おこし協力隊活動を行うまでの流れと支援～

・住まい探しや絞りこみ、子育て
 環境の相談
・生活費の試算
・住居周りの環境説明
・地域おこし協力隊活動計画の作成
支援

・営農技術習得の支援
・定期面談の実施
・交流の場の紹介
・地域情報の提供
・協力隊活動内容の
 管理、相談



　（７）地域活動に深い理解および熱意を有するもの 

　（８）小林市でのお試し就農事業を利用する予定の者 

　　　　※お試し就農の案内は別途行います。 

 

５　勤務地 

　　宮崎県小林市野尻町内 

 

 

６　任用形態等 

（１）任用形態　　業務委託契約　※市との雇用関係なし 

（２）契約期間　　年度単位での契約　※原則２年 

初年度の契約期間は、着任日から着任日の属する年度の末日（３月３１日）までです。 

　　　ただし、年度終了時、活動に取り組む姿勢や事業成果等に応じて次年度の契約を判断

し、最長３年間まで延長します。 

　　　任用日・委託契約日については要相談となります。 

 

７　委託料 

　（１）活動の対価 

　　　　月額　205,000円 

※活動月報を毎月１回提出いただき、市が審査します。 

※指定された活動時間を超えた場合であっても、超過分の追加支給はありません。 

※通勤手当、時間外手当は支給されません。 

　（２）地域活動に必要な経費 

　　　　月額上限　166,000円 

　　　　【対象経費】 

　　　　　・　市内住居の賃借料（月額50,000円以内） 

　　　　　・　共済費（保険料など） 

　　　　　・　活動に要する車両の燃料費（月額10,000円以内） 

　　　　　・　活動に要する消耗品費（１物品10,000円以内） 

　　　　　・　研修会等への旅費及び参加費（予算の範囲内） 

　　　　　・　その他、市長が必要と認めたもの 

　　　　※　健康保険、国民年金等はご自身で加入してください。 

　　　　※　自動車及びパソコン等事務機器、携帯電話はご自身で用意いただきます。 

　　　　※　生活に必要な家財道具・家電製品・光熱費は自己負担です。 

 

８　勤務時間 

　（１）活動時間は、１ヶ月あたり１２０時間を基本とします。 

（２）活動時間等については、季節や活動内容により変動いたします。 



詳しくは別紙のカリキュラムをご覧ください。 

 

９　サポート体制 

　（１）市地方創生課と連携して、小林市に移住するまでに関する相談・支援を行います。 

（２）着任後は JA みやざきこばやし地区本部・宮崎県・西諸県果樹技術員会等と連携し

て、技術習得活動を支援します。 

（３）任期終了の日から１年以内に小林市内で独立就農する場合、独立就農に要する経費

を予算の範囲内で最大 100 万円補助可能です。 

 

 

１０　申込受付期間 

令和８年４月６日（月）～令和８年６月３０日（火）必着 

　　　　※応募があった場合にその都度一次選考会・二次選考会を行いますので、選考会の

結果、採用予定人数に達した場合は応募を締め切ります。 

１１　選考の流れ 

【応募方法】 

宮崎県小林市「地域おこし協力隊」隊員応募用紙に必要事項を記入の上、市販の「履

歴書」を添付して下記まで郵送してください。 

 

＜応募・問い合わせ先＞ 

〒886-8501 宮崎県小林市細野 300 番地 

小林市　農業振興課　　 

　　　　　ＴＥＬ：０９８４－２３－０３００ 

　　　　m a i l：k_nourin@city.kobayashi.lg.jp 

 

【選考方法】　 

（１）１次選考 

書類選考を行い、応募者全員に結果を文書でお知らせします。 

 

（２）２次選考 

１次選考合格者を対象に小林市で面接・お試し就農等による選考を行います。

お試し就農の日程は一次選考合格者と調整の上、お知らせします。 

※面接に係る旅費等は各自でご負担いただきます。 

 

　　　（３）最終選考結果の報告 

　　　　　　最終結果報告は文書で２次選考参加者に通知します。


